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尾張の祭礼と風俗

ほうさ第 19号

1984年7月

名古屋市蓬左文庫

Nagoyashi Hosabunko 

7 .21仕）～8.19（日）

iU iij•rnl 、 l己 1lhil'i I ：であり、 jllij'.家としても生II られた｜人j総点 1nが片：わした j己•）l~のI也誌 「 •；LU・Hiii；ょっに

は、？〆111111うa片l!!H・::・:

'Iミき，｜ミきと f1’i「lかjLている。特に、祭りを比物する人々のK1世や1f)J作には、背も今む変わらぬ然りに犬、l

する人々 の心’｜、i'i"がl<JJlさjLているように，¥lUっjLる。

すたトしが、庶民を主人公に弁J也で本やかに行なわれるようになるのはJ上戸11.'J'代以降のことである。mr
々は佼州｜徐災を、村々は叩作 ・ ~~~ i.((1.をl.Y.fiって併やかな供’去：を競い、再三の禁令にもかかわらず、祭礼は

－~~ 11~：になるー ti であ っ た 。

1611~には、 111 い！民~をむつやIi.ti:.や祭礼も多いが、ば戸 II.）；代の L-6•11~ を象徴する祭りに米！！（（日の祭礼が

r. ,11wr.1ifrl·~1*i絵~~
（何｜ト淀川j!!.'. llfl版）

- l一

,,;j （天王崎祭礼）



あり、 iドに「徒II~，守札」といえば、これを芯：J\,fえする

ほどであ っ た 。 京 H!\'1~·；は、；［； ;fll 5年 (1619）見娠

議初代滞主義直により、米im大椛収徳川家wを肥

るや11社として名古屋城三の）Lにj立常された。祭礼

は、 11f年 4J J 15 l:Jから17日まで行なわれ、このH寺

には、城下の町人にも参詣が許されたことから、

各II円jjからふ牟ゃ行列を出すようにな ったと い

う 。 家m~の忌日にあたる 17 日には 、 や11~1 を守る行

JI］ヵ、城内の束！！W1~ ·；から末広II円（.f.Jt m・内ij1区）の御

旅所までを往復し、 II円本行所の行タJjを先Dfiに各町

が趣Jl1jを競う山 1!f.や行苦I］が続いた。 7代総主；-j-；者

のH寺代には、行列の参加者数千人といわれるほど

華やかになり、元文4年（1739）宗存の・trtll'+謹’111

とともに一且は行ダJjの人数を半減するが、ふたた

び｜径雌に向かい、天保m1には絶mにj生したという 。

として作られ、からくり人形や！管似 I）人 Jf~が自ilJi られた 。
l毛必各地に比られる il/lj（は、東！！（（山祭礼に(I.flまるといわれる。

毎年 6 川 15 日には、京高IIの耐，1~m1祭りの；；t~科で、全I El で紙匝l然り、米 H＼だりが行なわれた 。 j毛 •JU:では

6 J J 14・15日をrlI心に 3ヶ川にわた って行なわれる作品神社の祭礼を初め、？＇11111五の（0）毛天 ｜：社 （.f)l 

m111干町村吋J: ）、若山八 111fft社、 Jム :II：天」~ （ 現扮lih~f神社）などで黙礼がHU された 。 15 l::Iのiit,I誌の11げたりには
とん Lη l ~ "・, 

，，（楽 （巻五定期日）が500余の提灯を自Iiって天」：川を遡 1）、茶阿な祭礼絵巻を！民｜制した。

熱日lでは、年ll¥170余の桝l事が行なわれており、その係 fは 「熱l口県賃年「11行事｜苅会」に許しいが、

11f年 6月の大山県には、日さ 1211¥J（約22m）に及ぶ大山iii.が笠場した。保絞りで生IIられるIJclJff山の俄

迫やIL＇］＇；.は、必末まで古式を保 って行なわれ、 3JJ 3 I ！ の足以一山、 f~： iii· IJf や11-tl:の f~~化会lこは、夫し〈

街Iiられた馬の段も登場した。このほか奇fだといわれる七所社（.f.Jlil1内ij1村区）の杵こさずだり、栄f/'C:な

山中を ｜二j仰のifif.へIJLきおろすf色ili/,f

村事111iliM1社 （収半Ir!di）の祭礼等

々、多く の祭礼が各地でftなわれ

ていたのである。

今｜叫のj長示においては、 「~1~州統

志」「熱IJ.1祭実年111行 ・J・;.同会」「）己

仮名 1~r似｜会」、さらに 「4〆1 11i）長名所

団扇絵集」（r, r11 fa!. di t~l ！紘鳩山政 ） な

ど、絵111tiをrjI心に江戸II刊にの祭礼

の係 （を凡ていただくのが起並行で

ある。ただし、ほとんどがllU・f本

の形に紛じられているため、それ

ぞれの一郎しかお比せできないの

が心伐りである。

リ長州統志（巻 1 虫供養之図）

?'111i出のnrrJ災のおとブJ；を示すもの

i!I:I孫のすた札にも；j~月中を与え、 J)lイ1 :

ずだ りのLl11li.は、

そのJf~ は、
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「尾張の祭礼と風俗」出品目録

〈熱田〉

1 張州雑宏、

内藤束m
江戸中JUJ写 rn"lt本）

巻51～53 熱凹宮年中行事

2 尾張名所図会（前編）

100巻IOOlllJ-

｜珂El]l,l§ .別・口辺直樹 小Ill切春江主手函

天l~HS王手干I] 7巻 7lllJ-

tき3 的射の事！日J＞；端午馬の塔

3.小治国立清水〔尾張名所図会附録〕

岡田砕新若山普三日II編

昭和5～ 8年干I] 8巻 6fl甘

巻 2 三ヶ浦事，，阪祭

4. 熱田祭賃年中行事国会

江戸末期写

〈津島〉

5. 張4・卜｜雑志

巻70～72 j；位向年中行事

巻75 WI誌町 1:j1:J主社年中行Lj'~

6.主It島踊記

』＇.（.＇!!f'U寺縦11=現1！聞知1之，iiH記

江戸中JUJ：与 （知之~ ）

7. 津島祭礼之図

11!!..ffllS年刊

〈尾張北西部〉

8 張州全m志
巻63 J'J;消探桃集 （佐分利治円：￥；＇）

9 尾張名所図会（後編）

10 lllJ-

I lllJ-

1幅＂

｜向田皇子 ・野口辺直樹 小悶切春江苦手函

19］治13年1I] 6巻 6fl仕

巻 1 一之E主馬の頭桃花会

巻 2 ｛態追布1l事，，司王 夜俄追の事jl.J.f,.

10.尾張名所図会（前編）

発 5 七社l明事，，回祭

11. 尾張年中行事絵抄秋之部

日＂ljカ般信（独J依l奄） 写－ I fl甘

〈名古屋〉

12. 張州雑宏、

巻20～23 東！m宮祭礼

13.尾張名所図会（前編）

巻1 御祭礼金図

- 3 -

14.御祭礼全書

写 （小寺玉見策）

15. 名古屋名所団扇絵集

森、玉巡回

江戸末期干IJ （昭和19年絞製）

若宮紙図祭礼

桜権現祭礼

片端組尻III朝祭

天王山奇祭礼

！資弁八嶋祭礼

枇杷l込者毛礼

〈知多郡〉

16. 張リ十｜雑宏、

巻 1 虫供養之図

巻6 大坊位祭之図

巻12 羽豆やj1:J:i祭礼

巻15 日間1'i1誌正月の事jLlf';

17.尾張名所図会（前編）

巻 6 虫供養

18.小治図工1出水〔尾仮名所図会附録〕

巻4 f色崎事j!Iザ！の祭礼

〈社寺門前の風俗〉

19. 名古屋名所団扇絵集

似天神植木市

柳薬r.ilil井j帳

天ili山問中長

20. 張州全IE志

巻50 初市

巻73 津山市

21 尾張名所図会（前編）

巻 4 i原太夫社初市

22. 尾張名所図会（後編）

1 ill]-

22f文

巻 7 甚目ミ手初観音詣 社家町団扇出店

23. 開l阪談話

高力位伝 写 （自第本） I illJ-。
24.青窓紀間

水野正伝編江戸末期1写 204i惜

釘110 文政13年おかげまいり

第179 慶応3年ええじゃないか



コラム

蓬左文庫の蔵書印

その15.「越国文庫」印

織茂三郎

「越国文庫」印は、徳川「御家門」の一つで、

「御三家」や「御三g(ljJ」に次ぐ家格とされる越市j

松平家の蔵書印とみられる。

「越国」は、本来、越前 ・越中・越後の三カ国

にわたる総称で、加I'Cl・能登を除く北陸道の大部

分を占める広い地域であるが、江戸時代の越後は

多くの中 ・小務が分立し、越中は主として加賀前

田家の支領に属するから、 「越国」を代表すると

なれば、越前の中心福井を含む過半を領有する三十二万石の大滞・越前松平家が最もこれにふ

さわしい。この越前家の槌は、家康の次男結城秀康で、関ガ原の役後、北庄（福井）に封ぜら

れて七十五万石を与えられたが、制子忠直に非行があったため、三十二万石に減額された。し

かし、越前福井が古来北国の要衝として重きをなしたことは変りがなく、幕末には松平春ほの

ような英主を出して、幕政に参画し、政事総裁の重職に任命されたこともある。

さて、この蔵書印はタテ37mmヨコ35mmの、四隅にやや丸みを結びた方形印で、蓬左文庫の蔵

書中では比較的新しい「秘本玉くしげ」（本居宣長著）や「慶応四年御国分武鑑」などに捺され

ているが、材質等は明らかでない。ちなみに、春j款は、これも幕末の尾張滞主慶勝とはとくに

親しく、共に公武合体論をl唱えたが、結局は勤王派に傾

かざるをえなかった。なお、尾州家十九世の徳川義親氏

は春棋の五男にあたり、慶j勝の養嗣子義礼（水戸の分家

旧高松松平家の出身）の養子に迎えられたという縁故も

あり、さらに尾州家の十三世慶威も春獄の弟であったが

十四歳で早世したため、そのあとを尾外｜の分家高須松平

家の慶恕（後の慶勝）が継ぐなど、この聞の関係は複雑

を極めるが、いずれにせよ尾・越両家の関係はいろいろ

の意味で密接なものがある。なお、経前家の旧蔵書は、現

在、福井県立博物館に「松平文庫」として寄託されている。

~《D
次回展示は

「越国文庫」印

（元蓬左文庫調査研究員）

東洋の古活字本展
I . 9 /16（日）～10/17休）

II. 10/20(±)-11/18（日）

- 4 



第10回 「名古屋叢書三編」編集会議について

j査左文庫では、「名古屋叢；1r-（正編）」「名古屋殻詐絞編」に続＜ ~~長関係資料集として、昭和56年から「名古

屋競合三制」 20巻（付・家づ11YJ）を刊行しており、日正に 6IIけの本を世に送り出しています。この「名古屋

鍛？？三制」を支えているのは、 8人の制集委貝によって椛成される縦集会議ですが、今回は、去る 6月15臼

遜左文庫において開催された針l!O回編集会議の桜織をお知らせします。

はじめに、編集委只の榊成メンバーをご紹介しましょう。昭和55年、既修者として・m僑鐸氏、佐々木隆美

氏、所三男氏の 3 名、また編集者として芥子川律治氏、小山広次氏、杉浦~ir'I氏、野田千平氏、林輩一氏の

5名、合計 8名のメンバーて’発足した編集委只は、 111；年9月の市僑氏の死去に伴い、監修者を 1名減じ、新

たに元運左文庫調査研究Hの織J克三郎氏を編集者に迎えることになりました。新しい編集委只の顔ぶれは次

のi凶りです。

〈抗修〉 〈制』ID
佐々木1＞そ美名古屋大学f,{f教授 美術史 芥子川事It治名古屋市文化財調査委以 l~ f谷

fifr 三男徳川林政史研究所名谷所長歴史 小1::1 J五次名古屋市立短期大学教授 歴史

杉浦 ＇.~~ifl 金城学院大学教授 1児学

型fIII 千平 同 国文学

中本 道一愛知学院大学教授 歴史

。
織茂 三郎 元名古屋市蓬左文庫調査研究員 歴史

(50音／1凶 lj$（祢田島）

さて、第10回を迎えた今回の編集会議は、小島 ・織茂両氏が 各々大学公務あるいはご病気のため欠席さ

れたものの、林氏の力作である第6回配本 「士林j斥i回

統制」が刊行されたばかりということで、カ止初から熱

っぽい非開気で始められました。まず初めに、林氏か

ら「士林1斥1回統制」の制集 ・印刷を過しての御イ奇心、が

諮られましたが、そこには学術作を :J•，版する研究者と

しての良心と熱意とがうかがわれました。他の委良か

らも、「士林j斥1回絞制」という資料n休の！1Hif1liは無論の

こと、林氏の解説のみを取り上げても、立派な学術論

文にヰII当するという立凡が続出しました。あtし、て第7

回配本 「松j存体市（抄）上」（編集担当小山氏、現イE印

刷rj1）の進捗状況の説明の後、 tr;8 凶配本 「：~N"lそ叢

・ 続当日 J.llむ波 ・ 十立n:IH~t言」の制!.lHll当者杉i1lll又より左から順に、野田、杉浦、芥チ川、林存編集委只と
久（jづ査tr.文!iii長、水野i進左文J.11,ifl,j俗研究只

11n1内作とその資料的価値についての説IV］がありまし

た。河村秀知の手になるこの三，1::11の制集を終えられたばかりの杉浦氏は、和淡の学殖を縦償にl展llf・lする秀おi
の’7・織と、その学問の集大成である「楽N"fl:i位」について語り尽きることなく、今後の配本が待たれるところ

です。

次に、織J克氏が編集者に ｝Jll わ っ たことに f'I~ う、歴史関係資料の制集分111の再検討と、未決定のまま保WI され

ていた収録占日の決定について論議が交わされました。そのキ古巣、！艮史｜刻係資料の編集分：ti!については、従米

2 ｛！＞分が予定されていたj毛娠分｜民帳が1巻分となり、その代りに私撲の尾雌格通史として評価iされる「i台辞世

記」（阿部1［輔縦）が収録されることになりました。・ti!.当は林氏です。また、努ll4巻「金IVJ録」については、｜百l
,1~の異本である「絞椴晦日記」を多年手がけてきた織戊氏が制集を jT［当されることになりました。さらに、収

録， 1：：臼未定のまま保留となっていた第 5 巻 「j宝友澄府記糾」lこは、 l1•J じく松平君山の手になる「巡河 IH品」を、

~20巻「木＇6’係薬記」には、令人並 l三朽の「1:0:木性議」「1r ，与 I，＇（：水凶説」を配することが了ノ広されました。

以｜二のように、第10回編集会議の紋織をかいつまんでご覧いただきましたが、「名古屋放，1：：三制JIこ対する編

集委Hの先生方の学問的情熱を、少しでも汲みと っていただければと思います。今後も、説者の皆隊の温かい

ご支般と厳しいごIIじ正の言ー葉をお待ちしています。

r: 
;) 



出版物 匡と

見

r .• 11~ i1n主左文Joi＼泌総分別ill H( S .50~TIJ ) 3,5001'1 名古屋筆書三編第12巻（s 56年刊） 3,000円

r.,, ..屋di;Jili：文hJ,'IEJ , I ~：分 tfi ti H( s . 51年 j'lj) 4,000l'J 

;y,, 1；屋市法j巳文l1 l! 11 i文 ， 1 ~： ,1－，－絵l元1!UH  l•iJ ) 2,5001'1 

尼崎久弥；コレクション 日Htrlー～三!t

( s. 52～55ilニHJ）作 I,5001'J 

;f,111民放，！？（」E制）京づ｜・総 nH(S.53正引刊） 2,000PJ 

r. ，，，極策，1：：・統制 泌引（s .47年 l'IJ) 70011] 

r. ,1;w_；佐，1：：統制総「lH( S .44年flj) 400i'J 

持＋Wfolm岡鉱第一～三~H s. 55年1.tj.J：反） 作 3001'~

r l本の11j.ljl_L（注左文Joli閃鈷＞（ s . 52年 HJ) 2001' J 

注1s.文Joi(.ilf,（氏物J/HxlH(s . 53年「lj) 3001' J 

蓬左文庫所蔵古地図複製（s 55～57年刊）

同

同

同

第 8巻（s. 57年刊）

第16巻（ 同 ）

第19巻（同

3,000円

3,000円

3,000円

同第17巻

一横井也有全集 中ー（s. 58~手刊 ）

同第4巻

一士林漁：回続編ー ( s 59~手刊 ）

同 9巻

一松湾棒筆（抄）上 （近 刊 ）

堀田文庫蔵書 目録（s. 58年刊）

蓬左文庫図録（ 同 ） 

蓬左文庫絵葉書＜8枚組〉（ 同

3,000円

3,000円

3,000円

500円

1'500円

300円

No. 1～No.11 各 1,800円 。

御本印型書鎮（ 同 1,000円

＊以上の11¥I~反物は、本文Joli. ・Jq：方tにおいて l)i（イIi しています。 正q1ill rli＇をの ）j＇立正Nli.8料が必裂ですので、お問いイト

わせ下さい。（ただし、内地図似裂は ~~I送不 11f)

I> I> I> 利用ご案内 寸<I<I 

じ〉開館時間 午前 911-'i'30分～午後 5II.¥' 

I>休 館 日 11f) J 11/il H・部 3令llMII （館内終処 II) 

／日時に引なる場合：； aa~l~J!Uト大休館l
・Hlll I 'I 

I 11Bl: ” If・大f*!ii I 

年末年始 (12)J 2811～ 1 ) J 4 11) 

覧 館内に限り、館外rtし出しはいたしませんI>閲

（｜比lむ料）作j凶lヌl,1:: )!'.F,本｜

市i 虫~l求l ,1：： イT本｜・ （1日11350jJ J) 

じ〉展示 lli削.＇j'11':lJ.,I：：の－if;llをIJt1J;

（特別JI廷を｜徐さ入場）！＇.F,:fl)

I>複写サービス ;";:.ilf!l京l,1：：のうち、｛以イ｛ 1 ·.;j（~~.1.:1のない

ものについて彼リサービスをfハ、ま

す。その｛也、マイクロフィルムの手lj

問、万！＇.£.1五）；j与のq-1,j,'iを受＇tf,J・けます

ので、ご米l •F の ｜：、こ十1 1. 1炎 下さし、 。

名古屋市蓬左文庫

〒461r. ,11屋市東 Ix~徳川川 L OO I 係地

宮（052)935-2173

（＇＇以新J川北 100
llf I I Jllf片i[5001 1 1 

. ＇＂パス新:tl --11'•1

;;ltfll I町れ，.，，，.駅 iLk松山IllヶIi.

・・＂パス新 :fl水町
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